
都市機能の再編、既存ストックの再活用、コミュニティの再構築、自然環境
の再生、生活の再設計など成熟社会のまちづくりの基本コンセプト（人間サイ
ズのまちづくり）を実現するための主な手法を総称して「リデザイン」とする。

まちづくり基本方針（H19 年 7 月）の概要 成熟社会のまちづくり
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目指すべき市街地像

□公共施設等再配置、拠点性の高い市街地形成

【低密度拡散した現在の一般的市街地】

□郊外：道路整備、公共施設転出、商業施設立地
リ
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安心を増すまちづくり

安全を確保するまちづくり

魅力を高めるまちづくり

参画と協働のまちづくり

人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り

上段：現状、下段（色付部分）：まちづくりの課題

①環境重視、持続可能な仕組みづくり
②自然の保全、再生、創出
③身の丈にあった集約型
④生活の質の向上
⑤多様性・個性化
⑥消費者、生活者の視点
⑦人と人とのきずな、結びつき

生活者の視点に立った、安全に安心して暮らすことができ、地域への愛着をはぐくむ魅力あるまちづくり

県、市町、県民及び事業者の相互の理解、信頼及び協働によるまちづくり

⇒上記の基本理念のもと、「人間サイズのまちづくり」を基本コンセプトとして成熟社会のまちづくりを実現する

成熟社会におけるまちづくり

○ 信頼と共生を基本として自らの生き方や社会のあり方を

見直し、社会システムの再構築を目指す社会。

○ すべての県民が主体的、自律的かつ継続的に生活の質の

豊かさを求めていく社会。

①社会の成長を前提
②自然の改変、喪失
③巨大・拡大型
④経済効率・生活の量的充足
⑤画一・標準的
⑥生産者の視点
⑦自己中心的、個人主義的

成長社会の特徴 成熟社会の目指すべき方向成熟社会とは

基本理念

時代の変化 まちづくりの変化
震災の教訓と
復興まちづくり
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省エネルギー型都市への転換

地域コミュニティの維持

子育て環境の整備

元気に暮らせる地域づくり支援

暮らしを支える交通機関の確保

産業振興と連携した都市・地域の再生

多様なライフスタイルの選択への対応

安定した都市経営と競争力強化

拡大した市町域に対応した都市の形成

暮らしを豊かにする生活環境の改善

大規模マンション立地の規制・誘導（再掲）

職住共存の自立したまちへの再生

広域土地利用の調整

持続可能なまちへの転換

都市産業の再編への対応

文化を活用した景観の形成

生活空間の快適性の向上

多自然地域の持続可能な環境の確保

ユニバーサル社会づくり(再掲)

調和と合意による都市景観の形成

新たなインナーシティ問題への対応

定住への移行を見据えた都市と農村の交流拡大

環境と地域経済の共存(再掲)

大規模マンション立地の規制・誘導

ユニバーサル社会づくり(再掲)

地方主体の復興と
地方分権の推進

高齢者等の「災害弱者」へ
の対応

地域の活力と
にぎわいづくり

文化や街並み・景観を生か
した個性豊かなまちづくり

実戦的な危機管理
体制の構築

応急救助や生活・住宅再建
支援の仕組みの充実

安心・安全なまちづくり

「共生」社会の実現

地域間の連携・交流

安心・安全なまちづくり
（再掲）

「共生」社会の実現
（再掲）

地域間の連携・交流
（再掲）

住民と地域が主役のまちづくり

新たなまちづくりの担い手の育成

参画と協働の推進

「共生」社会の実現（再掲）

環境意識の高まり

環境意識の高まり（再掲）

交通問題の拡大

交通問題の拡大（再掲）

人口減少(限界集落)

少子高齢化

少子高齢化（再掲）

産業構造の変化等

地方分権の進展（再掲）

地方分権の進展

治安悪化・防犯意識の高まり

災害・事故の発生

成熟社会の進展

成熟社会の進展（再掲）

大都市圏への住宅の回帰

オールドニュータウンの発生

都市の拡散

企業立地の拡大（再掲）

企業立地の拡大

中心市街地の衰退

景観まちづくりの進展

多自然居住志向（再掲）

多自然居住志向

参画と協働のまちづくりの進展

参画と協働のまちづくりの進展(再掲)

参画と協働のまちづくりの進展(再掲)

参画と協働のまちづくりの進展(再掲)

大都市圏への住宅の回帰（再掲）

コミュニケーションの回復
治安悪化・防犯意識の高まり（再掲）

震災の経験と教訓の
継承・発信

高度情報化

新たなインナーシティ問題への対応（再掲）

防犯性向上への取組

交通環境負荷の低減

災害・事故への新たな事前・事後の備え

ユニバーサル社会づくり

環境と地域経済の共存
持続可能な循環型社会の実現

双方向情報発信を活用した地域づくり

災害･事故の発生（再掲）
災害・事故への新たな事前・事後の備え（再掲）

ツーリズムの振興によるまちづくり

ホスピタリティの確保

地域の強みを生かしたまちづくり

中心市街地の活性化

持続可能な地域経済・地域産業の創出

多自然地域の緑を守るまちづくり

地域景観資源の発掘と保全・活用

地域の風景・景観づくり

周辺環境と調和した都市デザイン

地域参加型公共交通の創設

広域都市圏の一体的まちづくり

持続可能な地域空間づくり

高質な生活圏の再構築

まちの緑、都市の森の創出

防災面での外国人への対応防災面での外国人への対応

世代間バランスのとれた地域づくり

多様な住まい方の創出

オールドニュータウンの再生

外国人の居住環境整備

都市と農山漁村の交流

ものづくりなど地域産業の活用

祭り・イベントづくり

新たな公園づくりと担い手づくり

新たな担い手を拡大するまちづくり

外国人の地域社会への参画

地域の意識啓発

外国人の地域社会への参画

都市・地域間をつなぐ交通網の整備
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犯罪に強いまちづくり

災害文化を継承した減災のまちづくり

事故に遭わないまちづくり

移動等の円滑化の促進

福祉のまちづくり

資源循環型のまちづくり

持続可能な生態環境の形成

環境学習への取り組み

地球温暖化・ヒートアイランド対策

持続可能な地域社会の形成

交流のひろばづくり

防災・防犯の協働社会づくり

地域の安心拠点づくり

生活・住宅再建への備え

保健、医療、福祉の連携

高齢者のまちづくりへの参加

自転車等の活用

水と緑のネットワーク構築

生涯学習と一体となったまちづくり

持続可能な地域文化の形成

スポーツの活用

芸術文化の活用

まちづくりＮＰＯ・中間支援組織の育成

地域力を高める仕組みづくり

男女共同参画社会づくり

快適空間の創造

行政の取り組みの質的向上

地産地消の地域づくり

食文化の活用・創出

子どもが健やかに育つまちづくり

青少年の自立と社会支援

大学・大学生との連携

活
　
力

被害を最小限に抑えその拡大を防止する「減災」のまちづくり、地域安全まちづくり条例に
基づいたまちづくり、生活圏で歩行者・自転車利用者が事故に遭わないまちづくり

「ひょうごユニバーサル社会づくり総合指針」に基づいたまちづくり、駅周辺や施設間の移動
の円滑化、外国人向けの防災教育・訓練の実施、防災情報の提供等

自然環境や生態系の計画的な保全・再生・利用、廃棄物を出さないゼロエミッション型のま
ちづくり、環境問題への理解を深める環境学習、地球温暖化・ヒートアイランド対策

自律した人々がともに生きることを実感できるまちづくり、多世代の多様な活動の場づくり、
子どもから高齢者まで多世代のまちづくり、地産地消による地域経済の循環

自助、共助、公助による防災・防犯の協働社会づくり、福祉と健康づくりの活動を実践する
安心の拠り所、被災者の住宅再建支援のさらなる充実に向けた仕組みづくり

多様な住まいが地域にとけ込むまちづくり、用途の混在・複合化による混住のまちづくり、
外国人住民の地域における安心生活、高齢者の健康づくり、閉じこもり予防等

持続可能で環境負荷の小さい都市構造への転換、都市と農山漁村の地域間連携強化や
交流人口拡大、広域的には一まとまりと考えられる地域全体を対象にまちづくり

地域の持続可能性を高める交通環境づくり、地域全体の採算性から地域社会に必要なモ
ビリティの確保、自転車・タウンモビリティ等を利用したまちづくり

地域独自の良好な景観形成、地域景観マスタープランづくり、まちなみとの関係性を積極
的に回復する都市デザイン、まちの快適性・アイデンティティの向上

「緑豊かな地域環境の形成に関する条例」による豊かな多自然地域の緑の保全、景観・環
境・防災を目的としたまちの緑化、都市のうるおいある水と緑のネットワークづくり

地域内資金が循環する地域経済等を支えるまちづくり、高質な生活圏の再構築・都市構造
の転換、中心市街地の賑わいの向上、産業集積と都市環境が調和したまちづくり

子どもの育ちに関わる地域コミュニティの再構築、職住近接のまちの再構築・青少年と大
人との出会いの場づくり、大学や大学生と地域が継続的に関わるまちづくり

「地域ブランド」など地域の強みを生かした「まちを元気にする」観光のまちづくり、ボランティ
ア・ガイドなど地域における「もてなしの心」、住民ホスピタリティの醸成

地域コミュニティの結束を強め、連携・交流の輪を広げる祭りの活用、生涯学習を活用した
地域文化・人材発掘、新たな創意工夫を生み出す参画と協働の公園づくり

多様な地域文化の連続性を活かしたまちづくり、地域におけるスポーツ活動に関する環境
整備、地域づくりの取り組みへの芸術文化の活用、新たな食文化や資源の創出

地域と地域の人に対する信頼と誇りと愛着を育むソーシャル・キャピタルを形成、地域社会
の課題解決やまちの活性化に向けた協働の取り組み

内発的な地域づくりを進める参画と協働、家庭や社会を担う男女共同参画社会づくり、団塊
世代の地域での活躍の場の提供、行政の職員意識改革や都市経営視点の導入

地域と連携した多文化共生の活動・イベント、自治会等地域社会への外国人の参画や意
見を反映する仕組みの構築

　ア 多様で個性的な景観を育てるまちづくり

　オ 交通環境と連携したまちづくり

　エ 都市・地域間の連携のまちづくり

　ウ 健康に住み続けられるまちづくり

　イ 自助、共助、公助のまちづくり

　ア 持続可能な「共生」のまちづくり

　ウ 環境の保全・再生のまちづくり

　イ ユニバーサル社会のまちづくり

　ア 命・暮らし・まちを守るまちづくり

　カ 身近に余暇を楽しむまちづくり

　キ 地域文化創造のまちづくり

　オ 観光を生み出すまちづくり

　ウ 地域活力の再生のまちづくり

　イ 潤いのある水と緑のまちづくり

　ア 開かれた「新しい公」のまちづくり

　イ 元気な地域力を高めるまちづくり

　エ 次世代を育むまちづくり

　ウ 多文化共生のまちづくり
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